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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 本日8/1から危険物の確認を行います。病棟日誌の一番後ろのページにチェック表があります。日勤のスタッフ、夜勤はＢユニット勤務者が確認します。各勤務帯で責任もって確認していきましょう。

· 薬剤・洗剤管理表も本日8/1から行っていきます。（深夜勤→日勤）原則としてＢユニットとＤユニットで管理していきます。日勤のスタッフ、夜勤はＢユニット勤務者が確認します。

· Ａユニットの救急カートは西ＧのＡユニットで使う為移動させています。

· 市橋ひで様のカルテの記載忘れあります。Ｂユニットに置いておきますので早めに記載して下さい。

· 安全管理対策委員会から…各受け持ちスタッフは転倒・転落のアセスメント評価を　　　　

して下さい。Aユニットの分はカルテ、他ユニット分はファイルに挟めていますのでお願いします。

· 岩藤Nｓは1ヶ月の予定で病欠でしたが、治療の状態から病欠期間が延長予定です。

· 本日8/1（水）10時から長根矢一様介護保険の更新手続きの訪問調査がありました。

＜患者様連絡事項＞

· 上田　正男様～皮膚科診察にて臨時薬（アレルギー用剤）7日分処方となっていま

す。（本日夕食後～8/8朝食後まで）引き続き皮膚状態の観察・掻

痒感・発赤の有無等確認していきましょう。

・竹内　セツ様～皮膚科診察にて頚部・前胸部・顔が急性湿疹となっています。軟膏処置

（デルモベート軟膏）の際は忘れずに塗布しましょう。また皮膚状態の観察をしていきましょう。

· 五十嵐　タイ様～皮膚科診察にて背腰部が急性湿疹となっています。軟膏処置（デル　

モゾールＧ軟膏）の際は忘れずに塗布しましょう。また皮膚状態の観察をしていきましょう。

· 古川　徳一様～経管栄養開始後、一時、経口摂取（寒天）行っていましたが、発熱し　

た為経口摂取は中止しました。現在も、発熱見られたりと症状安定しない為、経口摂取はさせないようにしましょう。

＜臨床心理士より＞

竹内　セツ様～先日心理検査行っています。前回よりＭＭＳは21→23点、長谷川式は20

点となっています。前回は途中で飽き、拒否する事ありました。今回は最

後まで取り組む事出来ています。日付けの見当識あり、例えば言葉だけで

説明するのでは無く、視覚に訴え（視覚を使用し）説明するとより竹内様

にわかりやすくなります。その事に注意しながら関わっていきましょう。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

山内　公博様～自分の下肢の状態をまとまりなく話し、今履いている靴をサンダルにしたいと話しています。外出したときに購入するとのことで、どんなサンダルにしたらいいのか細かく質問しています。プログラムでは見学多く、足を気にしている様子です。話を傾聴し、不安を軽減していきます。

高橋　康満様～趣味の会で麻雀ゲームを行っています。分からないことがあると、焦ったようにスタッフに確認し余裕のなさあります。自分の思っていることが伝わらないとイライラした言動ありますが、終了後は穏やかになっています。興味を持続し麻雀行えるように介入していきます。

竹内　セツ様～継続してドリル行っています。他のプログラムにも参加し、他者と交流は少しみられています。継続した介入を行い、機能維持を図っていきます。

住吉　鉄男様～継続して文字の書き取り行っています。「いつまで入院するの。今日から祭りが始まるよ」と聞いてくることありますが、過度となることなく静かになっています。興味持続できており、今後も声がけしていきましょう。

吉田　壽雄様～声がけで園芸の水遣りに参加しています。参加したことを評価し伝えるも、表情変化なく、淡々と水遣り行っています。水をやり終わるとすぐに戻っていますが、今後も参加を促していきましょう。

坂本　良雄様～園芸の水遣りに参加しています。外に出た気分を聞くと「（室内と）同じだべ」と冷静に答えています。今後も参加できるように声がけしていきましょう。

齋藤　数子様～プログラム中の居眠り多く声がけ要しています。声がけ後もすぐに居眠り見られ、眠気強い様子です。下肢の運動もその都度声がけして行っています。日中の居眠りを少なくし生活リズムを整えるように介入していきましょう。

橋本　万　様～依存的発言多く、プログラム中も何もせずにいること多く介入しています。再三の声がけで返答することありますが、活動性は低いです。身体機能が低下しないように介入していきましょう。時折発熱あるため状態を見ながら参加していただきましょう。






















